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＜研究概要＞

現状の化学繊維や合成樹脂を用いた直径4 mm以下の人工血管は移植後す

ぐに閉塞してまいますが、動脈硬化性疾患などにおける需要は高く、その開発が
望まれています。本研究では、種々のナノファイバーの生体内半減期を調査する
ことにより、生体内分解性と強度のバランスの最適化を目指しました。

＜研究内容＞

◆生体吸収性ナノファイバーで自家血管の再生を

◆生体内半減期の調査
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細胞の足場
(Scafold) 生体の再生能力を利用して

自家組織へ再生
生体吸収性ナノファイバー

ex PCL, PLA, PGA…

◆生体吸収性人工血管の作製
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ラットの腹部下行大動脈へ移植

特殊な加工

・抗血栓性の付与
・弾性の改善
・内面の平滑化

移植した人工血管を2、4、8、16、24週後に摘出
⇒電子顕微鏡を用いて分解過程を観察
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